
　拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。

記

改訂　胃生検組織診断分類（Group分類）の適用　：　　２０１０年　　５月　　２４日（月）　より

検査項目 保険区分 保険点数 所要日数 備考

病理組織標本作製（診断）　1臓器 N000 880点 4～7 胃生検組織診断分類の改訂

旧Group分類と新Group分類の対比　　[　胃癌取扱い規約　第14版（2010年3月）　日本胃癌学会・編　]抜粋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010‐2011総合検査案内　 147ページ参照）

＊胃生検組織診断分類に関しましては、裏面及び「胃癌取扱い規約　第14版（2010年3月）日本胃癌学会・

編」により詳細をご参照下さい。

　　　株式会社 京浜予防医学研究所
０４４-７７７-３２５４（代）

　K M L   INFORMATION  22-08

＜病理組織標本作製 胃生検組織診断分類（Group分類）について＞

   さて、弊社病理組織標本作製（診断）における胃生検組織診断分類（Group分類）取

扱いの変更を行ないますので、下記の通りご案内いたします。ご了解の程よろしくお願

い申し上げます。

敬具

（先行実施もございましたが、このたび全例に適用する体制となりました）

以上　

＊胃Group分類は、内視鏡的生検材料を対象とし、ポリペクトミー材料、内視鏡的粘膜切除材料、内視鏡的

粘膜下層剥離材料や外科切除材料は除外となりますので、各採取材料種の記載を必ずお願いします。ま

たGroup分類では、診断名を記載し、それに各Group分類を併記することを原則としておりますが、採取検

体の状態により診断名の記載に至らない場合もございますので、ご了解の程お願い申し上げます。



胃生検組織診断分類（Group分類）
　　[　胃癌取扱い規約　第14版（2010年3月）　日本胃癌学会・編　]抜粋 


